
 

別添１-① 

※ 赤字は生徒の解答例、青色は参考事項                               

 

第３部 １章 ユーラシア大交流圏の成立 
 授業テーマ  ６―６ 十字軍から得るべき教訓とは？（探究）（No.36） 

２年（   ）組（   ）番 氏名（            ） 

◎探究テーマ 

 11 世紀末にヨーロッパ人が引き起こした十字軍（英語はで Crusades、イスラーム側からは単に「フランク」（西ヨ

ーロッパ人の総称）の侵入と呼ばれる）は、西ヨーロッパ世界・イスラーム世界を巻き込み、大きな運動へと発展し

ていく。さまざまな思惑が重なったこの運動は断続的に 200 年余り続くことになる。現代でも、「十字軍」やそれに

対抗する「聖戦」は欧米諸国・イスラーム諸国との関係に大きな影を落としている。十字軍とは何だったのか、また、

われわれは十字軍から何を学ぶべきなのか。 

 

１ 十字軍のイメージ 【15 分】グループ分け５分 → イメージの共有 10 分 

（１）グループ分け ４人グループに分け、役割を割り振る。グループ数は偶数に調整する。 

 あなたのグループは（    班 ） 

 役割１（ 発表 ）役割２（ 司会 ）役割３（ ﾀﾌﾞﾚｯﾄ ）役割４（ 書記 ） 

 名 前（    ） 名 前（     ）名 前（    ）名 前（     ） 

 

（２）十字軍をどうイメージするか？ 

当時のヨーロッパ人・イスラーム諸国の人々が考えるであろうイメージを予想してみよう。また、自分自身の感じ

るイメージはどうか考えてみよう。 

ヨーロッパ 

・聖地の奪回 

・領土や富の獲得のための行為 

イスラーム 

・ヨーロッパ人の侵略 

・キリスト教徒に対する聖戦 

自分 

・両宗教の対立の原因 

・諸地域の交流の促進 

 

グループで自分の考えるイメージを共有させる。 

（３）現代の十字軍のイメージ（資料１） 

ヨーロッパ人は比較的肯定的に、イスラーム側は否定的に捉えている。 

十字軍のイメージの一例を確認し、現代でも考えるべきテーマであることを確認する。 

 

２ グループワーク１ 

（１）十字軍の目的と実際【31 分】読み取り 15 分 → 伝達３分×２ → 解説 10 分 

西欧側とイスラーム側双方の十字軍に対する考えや記録を資料から読み取り、さまざまな角度から十字軍の目的や

それに対する反応について考察し、イメージを具体化しよう。 

・Ａグループ 十字軍の目的は何か？（資料２） 

建前は聖地奪回とそれによる贖罪を動機としていたが、 

実際には、イスラーム世界の富や所領、経済的利益を求めて行動していた。 

 

４人グループをＡ・Ｂの２グループに分け、設問に従って資料を読み取る。 

発表・司会の２名が席を移動し、お互いにＡ→Ｂ、Ｂ→Ａに対し資料の説明と問いの答えを伝達する。 

その後、班に戻って共有する。 

Ｂグループ 十字軍の実態とイスラーム側の反応はどうか？（資料３） 

第１回十字軍では、聖地の占領後、フランクはムスリムや正教会の信者を虐殺し略奪した。 

アイユーブ朝のサラディンが聖地を回復すると、キリスト教徒に憎悪を生み出させないために、略奪や流血をで

きる限り避けた。 

十字軍を経て、イスラーム側はキリスト教徒に対する不信を強め、現代にも影響を残している。 

第１時ここまで 
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３ グループワーク２                                      

（１）西欧とイスラームの２人の王 

それでは十字軍の歴史は、西欧世界とイスラーム世界に不信や不寛容を生み出しただけなのか？サラディンやフリ

ードリヒ２世の事例を基に十字軍にから得られる教訓を考えよう。 

 ① サラディン【10 分】 

 サラディンはイスラーム世界だけに留まらず、当時のヨーロッパ世界でも理想的な君主として高く評価されて

いる。前時の資料３－３、３－４を参考に、サラディンの特筆すべき点を挙げてみよう。 

 イェルサレム入城後、キリスト教徒への報復を禁じたこと。 

 キリスト教徒にも聖地巡礼を認めたこと。 

 キリスト教徒の子どもを母親の元へ帰している。 

敵対するキリスト教徒に対しても、その考えや感情を尊重し、憎悪を増幅させないよう配慮していることを確認す

る。ただし、盟約を幾度となく保護にしたルノー＝ド＝シャティヨンをみずから処刑する事例などを紹介し、単なる

平和主義者であるというイメージにならないよう留意する。（映画『キングダム・オブ・ヘヴン』より聖地解放の場

面を視聴し、聖地解放時の交渉とイェルサレムに対するサラディンの想いを想像する。） 

 

 ② フリードリヒ２世とアル＝カーミル【21 分】プロフィール５分 → 資料読解 10 分 → 質問・共有３分×２ 

 空欄に正しい語を入れ、２人のプロフィールを確認しよう 

フリードリヒ２世 

・シュタウフェン朝の〔 神聖ローマ  〕皇帝 

・シチリア島のパレルモで育ち、シチリア王とドイツ

王を兼任し、1220 年に皇帝に就任 

・教皇と対立し破門を宣告される 

・破門中の第〔 ５ 〕回十字軍で聖地を回復 

・彼とその子の死後、シュタウフェン朝が断絶し、ド

イツは皇帝不在の「 大空位時代  」となる。 

アル＝カーミル 

・アイユーブ朝の第５代〔 スルタン 〕（世俗君主

＝皇帝） 

・サラディンの甥にあたり、サラディンの死後、彼の

兄弟や子の間で内紛が続いていた。 

・フリードリヒ２世に聖地を引き渡す 

・政策に対する不満から〔 マムルーク 〕朝による

アイユーブ朝の打倒につながる。 

 教科書や資料集などを参考に、空欄を埋め、両者のプロフィールについて確認する。 

  

 ２人の人物像や置かれている状況は？  

フリードリヒ２世側（Ａグループ・資料４） 

・国際的なシチリア島で育ち、アラビア語を話す 

・十字軍を延期しようとしたことで教皇から破門され

ている 

・アル・カーミルとの個人的な友好関係から、講和協

定を結び、聖地を平和的に回復 

アル＝カーミル側（Ｂグループ・資料５） 

・弟アル＝アッザムとの争いの最中 

・イスラームに理解あるフリードリヒ２世と個人的友

好関係を築いている 

・弟の管理するイェルサレムを材料にフリードリヒ２

世と交渉しようとしている。 

 

ＡグループからＢグループへ質問：資料４の波線部の関係とはどのようなものか？ 

フリードリヒ２世がムスリムに対する偏見をもっていなかったため、アル＝カーミルはフリードリヒ２世を

信頼できる人物と判断し、書簡や贈り物のやり取りを行っていたこと。 

 

ＢグループからＡグループへ質問：資料５の波線部フリードリヒ２世の同じ考えとはどのようなものか？ 

聖地回復（十字軍）は宗教的理由から行うのではなく、政治的問題である。 

 破門を解除し、教皇代理権を放棄しないために聖地を取り戻す必要があるということ。 

 

４人グループをＡ・Ｂの２グループに分け、資料を読み取りまとめる。 

 前回と同様に司会・発表の２名が移動し質問 

残ったﾀﾌﾞﾚｯﾄ・書記の２名が質問に対して回答する。その後班に戻って共有 
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（２）この３者の事例から、我々は価値観の大きく異なる他者とどのように関わっていくべきなのか？ 

 予想される解答例                         【８分】検討５分 → 共有３分 

  対立する意見や価値観の異なる人に対しても、敵対し憎みすぎてはいけない。 

  異なる価値観や考えについて幅広く理解する懐の広さを持ち、自分の考えを絶対視しない。 

  現実的な判断をし、自分たちの利益も考えながら譲れるところは譲ることも必要である。 

 グループで話し合い、解答をロイロノートで共有する。グローバル化が進む今日、他者への理解・寛容の重要性が

重要となること、また、自分たちの価値観を絶対視せず、現実的な譲歩が必要である。について確認する。 

 

＜memo＞ 

 他グループの解答で参考になる部分を記録させる。 
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イ ングラ ンド のファ ンが身に着ける 十字軍の衣装の写真 
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まとめと振り返り 【５分】学習課題と振り返りについて説明する。【５分】学習課題と振り返りについて説明す

る。 

◆ グループ学習での学びを参考に、学習課題に個人で解答しよう。 

（１）学習課題「現代の我々が十字軍から得られる教訓とは？」に個人で解答する。 

予想される解答例（Ａ評価の例） 

 予想される解答例（Ａ評価の例） 

  

 異なる考えを持つ他者が接するとき、自分の考えを絶対視し相手の考えを否定してはいけない。たとえ敵対

する相手に対しても、ことさらに憎悪を増幅させるような取り扱いは、一時的には成果をもたらすかもしない

が、後世にかならず禍根を残す。 

 そこで、サラディンのように。自分の考えを大事にしつつも、他者への共感や寛容を示すことが必要であ

る。また、フリードリヒ２世とアル＝カーミルのように、異なる価値観に多く触れておき偏見をなくすこと

や、自分と相手の利益を考えて現実的な交渉・妥協を組み合わせていくことも重要である。 

 

 

 

 

（２）振り返りを記入しよう。 

 (a)現時点での十字軍に対するイメージはどのようなものか １(2)（学習前のイメージ）と比較してみよう。 

(b)学習を通して疑問に思ったことや今後考えてみたいことはどんなことか。 

(a) 

グループ学習を行う中で自分が最初に上げた十字軍のイメージがどのように変化したか、または変化しなか

ったか振り返りを行う。自分自身との対話やグループ学習中の対話を通して、多様な意見を受け入れていなが

ら学習を進めているかを見取る。 

 

 

 

(b) 

粘り強く資料の読解や解答作成に取り組み、疑問や課題を見出そうとしているか評価する。 

 

 

 

振り返りを行う。自分自身との対話やグループ学習中の対話を通して、多様な意見を受け入れていなが 

 

◆ 評価規準 

 Ａ Ｂ Ｃ 

思考・判断・表現 

資料に基づいて、十字軍から得

られる教訓を多面的に考察し、

現代社会との関連を示して論理

的に表現している。 

資料に基づいて、十字軍から得

られる教訓を考察し、文章で表

現している。 

資料に基づいて、十字軍から

得られる教訓を考察し、文章

で表現していない。 

主体的に学習

に取り組む態

度 
※２ 

取
組 

十字軍の学習において、自分の

イメージの変化について自分や

他者との関わりの中から振り返

りを行っている。 

十字軍の学習において、自分の

イメージの変化について振り返

りを行っている。 

十字軍の学習において、自分

や他者との対話が十分でな

い。 

調
整 

十字軍の学習から、関連する疑

問点や次の課題を見いだすなど

今後への見通しをもっている。 

十字軍について疑問点を挙げる

など今後の学習への見通しをも

っている。 

十字軍について疑問点をもて

ず、見通しが曖昧である。 

※２ 粘り強い取組を行おうとしている側面、自らの学習を調整しようとする側面の評価 

 


